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DHCP リレーエージェントについて

DHCP リレーエージェント
DHCPリレーエージェントを実行するようにデバイスを設定できます。DHCPリレーエージェン
トは、クライアントとサーバの間でDHCPパケットを転送します。これは、クライアントとサー
バが同じ物理サブネット上にない場合に便利な機能です。リレーエージェントはDHCPメッセー
ジを受信すると、新規の DHCPメッセージを生成して別のインターフェイスに送信します。リ
レーエージェントはゲートウェイアドレスを設定し（DHCPパケットの giaddrフィールド）、パ
ケットにリレーエージェント情報のオプション（Option82）を追加して（設定されている場合）、
DHCPサーバに転送します。サーバからの応答は、Option 82を削除してからクライアントに転送
されます。

Option 82をイネーブルにした後に、デバイスは、デフォルトでバイナリ ifIndex形式を使用しま
す。必要に応じて、符号化された文字列形式を使用するように、Option82設定を変更できます。

デバイスは、Option 82情報がすでに含まれている DHCP要求を中継するときには、Option 82
情報を変更せずに元のままの状態で要求と一緒に転送します。

（注）

DHCP リレーエージェントの Option 82
リレーエージェントによって転送された DHCPパケットに関する Option 82情報のデバイスでの
挿入および削除をイネーブルにすることができます。

Cisco NX-OSデバイス上で DHCPリレーエージェントの Option 82をイネーブルにすると、次の
一連のイベントが発生します。

1 ホスト（DHCPクライアント）はDHCP要求を生成し、これをネットワーク上にブロードキャ
ストします。

2 Cisco NX-OSデバイスは、この DHCP要求を受信すると、パケット内に Option 82情報を追加
します。 Option 82情報には、デバイスのMACアドレス（リモート IDサブオプション）、お
よびパケットを受信したポートの識別子（回線 IDサブオプション）が含まれます。 DHCPリ
レーでは、回線 IDには、DHCPリレーが設定されているレイヤ 3インターフェイスの if_index
が入力されます。

3 デバイスは、DHCPパケットにリレーエージェントの IPアドレスを追加します。

4 デバイスは、Option 82フィールドを含む DHCP要求を DHCPサーバに転送します。

5 DHCPサーバはこのパケットを受信します。サーバは、Option82に対応している場合、リモー
ト ID、回線 ID、またはその両方を使用して IPアドレスを割り当てたり、1つのリモート ID
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または回線 IDに割り当てることのできる IPアドレスの数の制限などのポリシーを実装したり
できます。 DHCPサーバは、Option 82フィールドを DHCP応答内にエコーします。

6 Cisco NX-OSデバイスがサーバへの要求を中継した場合、DHCPサーバはその NX-OSデバイ
スに応答をユニキャストします。 Cisco NX-OSデバイスは、リモート IDフィールドや、場合
によっては回線 IDフィールドを検査することによって、そのデバイスがOption 82データを最
初に挿入したことを確認します。 Cisco NX-OSデバイスは、Option 82フィールドを削除し、
DHCP要求を送信したDHCPクライアントに接続されているインターフェイスにそのパケット
を転送します。

DHCP リレーエージェントに対する VRF サポート
DHCPブロードキャストメッセージを Virtual Routing and Forwarding（VRF;仮想ルーティング/転
送）インスタンスのクライアントから別のVRFのDHCPサーバに転送するように、DHCPリレー
エージェントを設定できます。単一の DHCPサーバを使用して複数の VRFのクライアントの
DHCPをサポートできるため、IPアドレスプールを VRFごとではなく 1つにまとめることによ
り、IPアドレスを節約できます。VRFの一般的な情報については、『CiscoNexus9000SeriesNX-OS
Unicast Routing Configuration Guide』を参照してください。

DHCPリレーエージェントに対する VRFサポートをイネーブルにするには、DHCPリレーエー
ジェントに対する Option 82をイネーブルにする必要があります。

DHCPリレーアドレスと VRF情報を設定したインターフェイスに DHCP要求が着信した場合、
DHCPサーバのアドレスが、別のVRFのメンバであるインターフェイスのネットワークに属する
ものであれば、デバイスは要求に Option 82情報を挿入し、サーバの VRFの DHCPサーバに転送
されます。 Option 82情報は次のとおりです。

VPN識別子

DHCP要求を受信するインターフェイスが属する VRFの名前。

リンクの選択

DHCP要求を受信するインターフェイスのサブネットアドレス。 DHCPスマートリレーが
イネーブルの場合、リンクの選択にはアクティブな giaddrのサブネットが指定されます。

サーバ識別子オーバーライド

DHCP要求を受信するインターフェイスの IPアドレス。 DHCPスマートリレーがイネーブ
ルの場合、サーバの識別子にはアクティブな giaddrが指定されます。

DHCPサーバは、VPN識別子、リンクの選択、サーバ識別子オーバーライドの各オプションを
サポートする必要があります。

（注）

デバイスはDHCP応答メッセージを受信すると、Option 82情報を取り除き、クライアントのVRF
の DHCPクライアントに応答を転送します。
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関連トピック

DHCPリレーエージェントに対する VRFサポートのイネーブル化またはディセーブル化, （
11ページ）

DHCP スマートリレーエージェント
DHCPリレーエージェントは、ホストからブロードキャスト DHCP要求パケットを受信すると、
インバウンドインターフェイスのプライマリアドレスに giaddrを設定し、それらのパケットを
サーバに転送します。サーバは、プールが使い果たされるまで giaddrサブネットプールから IP
アドレスを割り当て、それ以降の要求を無視します。

最初のサブネットプールが使い果たされるか、またはサーバがそれ以降の要求を無視した場合

は、セカンダリ IPアドレスサブネットプールから IPアドレスを割り当てるように DHCPスマー
トリレーエージェントを設定できます。この機能拡張は、ホストの数がプール内の IPアドレス
の数を超えている場合や、セカンダリアドレスを使用してインターフェイス上に複数のサブネッ

トが設定されている場合に有効です。

関連トピック

DHCPスマートリレーのグローバルなイネーブル化またはディセーブル化, （14ページ）
レイヤ 3インターフェイスでのDHCPスマートリレーのイネーブル化またはディセーブル化,
（16ページ）

DHCPv6 リレーエージェントについて

DHCPv6 リレーエージェント
DHCPv6リレーエージェントを実行するようにデバイスを設定できます。DHCPv6リレーエー
ジェントは、クライアントとサーバの間でDHCPパケットを転送します。これは、クライアント
とサーバが同じ物理サブネット上にない場合に便利な機能です。リレーエージェントはDHCPv6
メッセージを受信すると、新規の DHCPv6メッセージを生成して別のインターフェイスに送信し
ます。リレーエージェントはゲートウェイアドレス（DHCPv6パケットの giaddrフィールド）
をセットし、DHCPv6サーバに転送します。

DHCPv6 リレーエージェントに対する VRF サポート
DHCPv6ブロードキャストメッセージを仮想ルーティング/転送（VRF）インスタンスのクライア
ントから別の VRFの DHCPv6サーバに転送するように、DHCPv6リレーエージェントを設定で
きます。単一の DHCPv6サーバを使用して複数の VRFのクライアントの DHCPをサポートでき
るため、IPアドレスプールを VRFごとではなく 1つにまとめることにより、IPアドレスを節約
できます。 VRFの一般的な情報については、『Cisco Nexus 0000 Series NX-OS Unicast Routing
Configuration Guide』を参照してください。
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関連トピック

DHCPv6リレーエージェントに対する VRFサポートのイネーブル化またはディセーブル化,
（18ページ）

DHCP のライセンス要件
次の表に、DHCPのライセンス要件を示します。

ライセンス要件製品

DHCPにはライセンスは不要です。ライセンス
パッケージに含まれていない機能はnx-osイメー
ジにバンドルされており、無料で提供されま

す。CiscoNX-OSライセンス方式の詳細につい
ては、『CiscoNX-OS LicensingGuide』を参照し
てください。

Cisco NX-OS

DHCP の前提条件
DHCPの前提条件は、次のとおりです。

• DHCPリレーエージェントを設定するには、DHCPについての知識が必要です。

DHCP の注意事項と制約事項
DHCP設定時の注意事項と制約事項は次のとおりです。

• DHCPクライアントおよびサーバが異なる VRFに存在する状況で DHCPリレーを使用する
場合、VRF内で 1つの DHCPサーバだけを使用します。

• DHCPサーバアドレスを使用して設定を行っているレイヤ 3インターフェイスで入力ルータ
ACLが設定されている場合、そのルータ ACLで DHCPサーバと DHCPホストの間の DHCP
トラフィックが許可されていることを確認します。

• DHCPスマートリレーは、イネーブルであるインターフェイスの IPアドレスのうち、最初
の 100個に制限されます。

• DHCPスマートリレーを使用するには、インターフェイスでヘルパーアドレスを設定する必
要があります。

•インターフェイスでDHCPv6サーバアドレスを設定する場合は、宛先インターフェイスをグ
ローバル IPv6アドレスで使用することはできません。
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DHCP設定制限については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified Scalability Guide』を参照
してください。

（注）

DHCP のデフォルト設定
次の表に、DHCPパラメータのデフォルト設定を示します。

表 1：デフォルトの DHCP パラメータ

デフォルトパラメータ

ディセーブルDHCP機能

イネーブルDHCPリレーエージェント

イネーブルDHCPv6リレーエージェント

ディセーブルDHCPリレーエージェントに対するVRFサポー
ト

ディセーブルDHCPv6リレーエージェントに対する VRFサ
ポート

ディセーブルリレーエージェントの DHCP Option 82

ディセーブルDHCPスマートリレーエージェント

なしDHCPサーバの IPアドレス

   Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS セキュリティコンフィギュレーションガイドリリース 6.x
6

DHCP の設定
DHCP のデフォルト設定



DHCP の設定

DHCP の最小設定

ステップ 1 DHCP機能をイネーブルにします。

ステップ 2 DHCPサーバとデバイスが、信頼できるインターフェイスを使用して接続されていることを確認します。

ステップ 3 （任意） DHCPリレーエージェントをイネーブルにします。

ステップ 4 （任意） DHCPサーバとクライアントが異なる VRFに存在する場合は、次の手順に従います。
a) DHCPリレーエージェントの Option 82をイネーブルにします。
b) DHCPリレーエージェントに対して VRFサポートをイネーブルにします。

ステップ 5 （任意） インターフェイスに DHCPサーバの IPアドレスを設定します。

関連トピック

DHCP機能のイネーブル化またはディセーブル化, （7ページ）
DHCPリレーエージェントのイネーブル化またはディセーブル化, （9ページ）
DHCPリレーエージェントに対する Option 82のイネーブル化またはディセーブル化, （10
ページ）

DHCPリレーエージェントに対する VRFサポートのイネーブル化またはディセーブル化, （
11ページ）
インターフェイスへの DHCPサーバアドレスの設定, （13ページ）

DHCP 機能のイネーブル化またはディセーブル化
デバイスのDHCP機能をイネーブルまたはディセーブルに設定できます。デフォルトでは、DHCP
はディセーブルです。

DHCP機能がディセーブルの場合、DHCPリレーエージェントおよび DHCPに依存するすべての
機能は設定できません。また、すべての DHCP設定がデバイスから削除されます。

手順の概要

1. config t
2. [no] feature dhcp
3. （任意） show running-config dhcp
4. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

config t

例：
switch# config t
switch(config)#

ステップ 1   

DHCP機能をイネーブルにします。 noオプションを
使用すると、DHCP機能がディセーブルになり、
DHCP設定が消去されます。

[no] feature dhcp

例：
switch(config)# feature dhcp

ステップ 2   

（任意）

DHCP設定を表示します。
show running-config dhcp

例：
switch(config)# show running-config dhcp

ステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

DHCP パケットの厳密な検証のイネーブル化またはディセーブル化
DHCPパケットの厳密な検証をイネーブルまたはディセーブルにできます。デフォルトでは、
DHCPパケットの厳密な検証はディセーブルになっています。

手順の概要

1. config t
2. [no] ip dhcp packet strict-validation
3. （任意） show running-config dhcp
4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

config t

例：
switch# config t
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

DHCPパケットの厳密な検証をイネーブルにします。
noオプションを使用すると、DHCPパケットの厳密
な検証がディセーブルになります。

[no] ip dhcp packet strict-validation

例：
switch(config)# ip dhcp packet
strict-validation

ステップ 2   

（任意）

DHCP設定を表示します。
show running-config dhcp

例：
switch(config)# show running-config dhcp

ステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

DHCP リレーエージェントのイネーブル化またはディセーブル化
DHCPリレーエージェントをイネーブルまたはディセーブルに設定できます。デフォルトでは、
DHCPリレーエージェントはイネーブルです。

はじめる前に

DHCP機能がイネーブルであることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] ip dhcp relay
3. （任意） show ip dhcp relay
4. （任意） show running-config dhcp
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

DHCPリレーエージェントをイネーブルにします。
noオプションを使用すると、DHCPリレーエージェ
ントがディセーブルになります。

[no] ip dhcp relay

例：
switch(config)# ip dhcp relay

ステップ 2   

（任意）

DHCPリレーの設定を表示します。
show ip dhcp relay

例：
switch(config)# show ip dhcp relay

ステップ 3   

（任意）

DHCP設定を表示します。
show running-config dhcp

例：
switch(config)# show running-config dhcp

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

関連トピック

DHCP機能のイネーブル化またはディセーブル化, （7ページ）

DHCP リレーエージェントに対する Option 82 のイネーブル化または
ディセーブル化

デバイスに対し、リレーエージェントによって転送された DHCPパケットへの Option 82情報の
挿入と削除をイネーブルまたはディセーブルに設定できます。

デフォルトでは、DHCPリレーエージェントはDHCPパケットにOption 82情報を挿入しません。

はじめる前に

DHCP機能がイネーブルであることを確認します。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)#[no] ip dhcp relay information option
3. （任意） switch(config)# show ip dhcp relay
4. （任意） switch(config)# show running-config dhcp
5. （任意） switch(config)# copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

DHCPリレーエージェントによって転送されるパケットに対
するOption82情報の挿入および削除をイネーブルにします。

switch(config)#[no] ip dhcp relay
information option

ステップ 2   

Option 82情報は、デフォルトでバイナリ ifIndex形式です。
noオプションを使用すると、この動作がディセーブルにな
ります。

（任意）

DHCPリレーの設定を表示します。
switch(config)# show ip dhcp relayステップ 3   

（任意）

DHCP設定を表示します。
switch(config)# show running-config
dhcp

ステップ 4   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレーションにコピーして、

変更を永続的に保存します。

switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

DHCP リレーエージェントに対する VRF サポートのイネーブル化また
はディセーブル化

ある VRFのインターフェイスで受信した DHCP要求を、別の VRFの DHCPサーバにリレーする
機能をサポートするように、デバイスを設定できます。

はじめる前に

DHCPリレーエージェントの Option 82をイネーブルにする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] ip dhcp relay information option vpn
3. [no] ip dhcp relay sub-option type cisco
4. （任意） show ip dhcp relay
5. （任意） show running-config dhcp
6. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

DHCPリレーエージェントに対してVRFサポートをイネー
ブルにします。 noオプションを使用すると、この動作が
ディセーブルになります。

[no] ip dhcp relay information option vpn

例：
switch(config)# ip dhcp relay
information option vpn

ステップ 2   

リンク選択、サーバ IDオーバーライド、および VRF
名/VPN IDリレーエージェント Option 82サブオプション

[no] ip dhcp relay sub-option type cisco

例：
switch(config)# ip dhcp relay
sub-option type cisco

ステップ 3   

を設定する場合は、DHCPをイネーブルにして、シスコ独
自の番号である 150、152、および 151を使用します。 no
オプションを使用すると、DHCPでは、リンク選択、サー
バ IDオーバーライド、および VRF名/VPN IDサブオプ
ションに対して、RFC番号 5、11、151が使用されるよう
になります。

（任意）

DHCPリレーの設定を表示します。
show ip dhcp relay

例：
switch(config)# show ip dhcp relay

ステップ 4   

（任意）

DHCP設定を表示します。
show running-config dhcp

例：
switch(config)# show running-config
dhcp

ステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

関連トピック

DHCPリレーエージェントに対する VRFサポート, （3ページ）
DHCPリレーエージェントに対する Option 82のイネーブル化またはディセーブル化, （10
ページ）
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インターフェイスへの DHCP サーバアドレスの設定
1つのインターフェイスに複数のDHCPサーバ IPアドレスを設定できます。インバウンドDHCP
BOOTREQUESTパケットがインターフェイスに着信すると、リレーエージェントはそのパケッ
トを指定されたすべての DHCPサーバ IPアドレスに転送します。リレーエージェントは、すべ
ての DHCPサーバからの応答を、要求を送信したホストへ転送します。

はじめる前に

DHCP機能がイネーブルであることを確認します。

DHCPサーバが正しく設定されていることを確認します。

インターフェイスに設定する、各 DHCPサーバの IPアドレスを決定します。

DHCPサーバがインターフェイスとは異なるVRFに含まれている場合、VRFサポートがイネーブ
ルになっていることを確認します。

DHCPサーバアドレスを設定しているインターフェイスで入力ルータ ACLが設定されている
場合、そのルータACLでDHCPサーバとDHCPホストの間のDHCPトラフィックが許可され
ていることを確認します。

（注）

手順の概要

1. config t
2. 次のいずれかのオプションを使用します。

• interface ethernet slot/port[. number]

• interface port-channel channel-id

3. ip dhcp relay address IP-address [use-vrf vrf-name]
4. （任意） show ip dhcp relay address
5. （任意） show running-config dhcp
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。config t

例：
switch# config t
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

次のいずれかのオプションを使用します。ステップ 2   •インターフェイスコンフィギュレーションモードを
開始します。slot/portは、DHCPサーバ IPアドレス• interface ethernet slot/port[. number]
を設定する物理イーサネットインターフェイスです。

• interface port-channel channel-id サブインターフェイスを設定する場合は、number引
数を使用してサブインターフェイス番号を指定しま

す。
例：
switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

•インターフェイスコンフィギュレーションモードを
開始します。channel-idは、DHCPサーバ IPアドレス
を設定するポートチャネルの IDです。

リレーエージェントがこのインターフェイスで受信した

BOOTREQUESTパケットを転送するDHCPサーバの IPア
ドレスを設定します。

ip dhcp relay address IP-address [use-vrf
vrf-name]

例：
switch(config-if)# ip dhcp relay address
10.132.7.120 use-vrf red

ステップ 3   

複数の IPアドレスを設定するには、アドレスごとに ip
dhcp relay addressコマンドを使用します。

（任意）

設定済みのすべてのDHCPサーバアドレスを表示します。
show ip dhcp relay address

例：
switch(config-if)# show ip dhcp relay
address

ステップ 4   

（任意）

DHCP設定を表示します。
show running-config dhcp

例：
switch(config-if)# show running-config
dhcp

ステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config-if)# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

関連トピック

DHCP機能のイネーブル化またはディセーブル化, （7ページ）

DHCP スマートリレーのグローバルなイネーブル化またはディセーブ
ル化

デバイスの DHCPスマートリレーをグローバルにイネーブルまたはディセーブルに設定できま
す。
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はじめる前に

DHCP機能がイネーブルであることを確認します。

DHCPリレーエージェントがイネーブルであることを確認します。

手順の概要

1. config t
2. [no] ip dhcp smart-relay global
3. （任意） show ip dhcp relay
4. （任意） show running-config dhcp
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

config t

例：
switch# config t
switch(config)#

ステップ 1   

DHCPスマートリレーをグローバルにイネーブルに
します。 noオプションを使用すると DHCPスマー
トリレーがディセーブルになります。

[no] ip dhcp smart-relay global

例：
switch(config)# ip dhcp smart-relay global

ステップ 2   

（任意）

DHCPスマートリレー設定を表示します。
show ip dhcp relay

例：
switch(config)# show ip dhcp relay

ステップ 3   

（任意）

DHCP設定を表示します。
show running-config dhcp

例：
switch(config)# show running-config dhcp

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 5   
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レイヤ 3 インターフェイスでの DHCP スマートリレーのイネーブル化
またはディセーブル化

レイヤ 3インターフェイスでDHCPスマートリレーをイネーブルまたはディセーブルに設定でき
ます。

はじめる前に

DHCP機能がイネーブルであることを確認します。

DHCPリレーエージェントがイネーブルであることを確認します。

手順の概要

1. config t
2. interface interface slot/port
3. [no] ip dhcp smart-relay
4. exit
5. exit
6. （任意） show ip dhcp relay
7. （任意） show running-config dhcp
8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

config t

例：
switch# config t
switch(config)#

ステップ 1   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。slot/portは、DHCPスマートリレーをイネー
ブルまたはディセーブルにするインターフェイスです。

interface interface slot/port

例：
switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

ステップ 2   

インターフェイスで DHCPスマートリレーをイネーブ
ルにします。 noオプションを使用すると、インター

[no] ip dhcp smart-relay

例：
switch(config-if)# ip dhcp smart-relay

ステップ 3   

フェイスの DHCPスマートリレーがディセーブルにな
ります。
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了します。

exit

例：
switch(config-if)# exit
switch(config)#

ステップ 4   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：
switch(config)# exit
switch#

ステップ 5   

（任意）

DHCPスマートリレー設定を表示します。
show ip dhcp relay

例：
switch# show ip dhcp relay

ステップ 6   

（任意）

DHCP設定を表示します。
show running-config dhcp

例：
switch# show running-config dhcp

ステップ 7   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 8   

DHCPv6 の設定

DHCPv6 リレーエージェントのイネーブル化またはディセーブル化
DHCPv6リレーエージェントをイネーブルまたはディセーブルに設定できます。デフォルトで
は、DHCPv6リレーエージェントはイネーブルです。

はじめる前に

DHCP機能がイネーブルになっていることを確認します。
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手順の概要

1. configure terminal
2. [no] ipv6 dhcp relay
3. （任意） show ipv6 dhcp relay [interface interface]
4. （任意） show running-config dhcp
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

DHCPv6リレーエージェントをイネーブルにしま
す。noオプションを使用すると、リレーエージェ
ントがディセーブルになります。

[no] ipv6 dhcp relay

例：
switch(config)# ipv6 dhcp relay

ステップ 2   

（任意）

DHCPv6リレーの設定を表示します。
show ipv6 dhcp relay [interface interface]

例：
switch(config)# show ipv6 dhcp relay

ステップ 3   

（任意）

DHCP設定を表示します。
show running-config dhcp

例：
switch(config)# show running-config dhcp

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

DHCPv6 リレーエージェントに対する VRF サポートのイネーブル化ま
たはディセーブル化

ある VRFのインターフェイスで受信した DHCPv6要求を、別の VRFの DHCPv6サーバにリレー
する機能をサポートするように、デバイスを設定できます。
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はじめる前に

DHCP機能がイネーブルになっていることを確認します。

DHCPv6リレーエージェントがイネーブルであることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] ipv6 dhcp relay option vpn
3. [no] ipv6 dhcp relay option type cisco
4. （任意） show ipv6 dhcp relay [interface interface]
5. （任意） show running-config dhcp
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

DHCPv6リレーエージェントに対して VRFサポートをイ
ネーブルにします。noオプションを使用すると、この動作
がディセーブルになります。

[no] ipv6 dhcp relay option vpn

例：
switch(config)# ipv6 dhcp relay option
vpn

ステップ 2   

これにより、DHCPv6リレーエージェントが、ベンダー固
有オプションの一部として仮想サブネット選択（VSS）の

[no] ipv6 dhcp relay option type cisco

例：
switch(config)# ipv6 dhcp relay option
type cisco

ステップ 3   

詳細情報を挿入します。 noオプションを使用すると、
DHCPv6リレーエージェントがVSS詳細情報を、VSSオプ
ションの一部として（68）挿入します。これは、RFC-6607
で定義された動作です。このコマンドは、RFC-6607に対応
していないものの、クライアント VRF名に基づいた IPv6
アドレスを割り当てる DHCPv6サーバを使用する場合に役
立ちます。

（任意）

DHCPv6リレーの設定を表示します。
show ipv6 dhcp relay [interface interface]

例：
switch(config)# show ipv6 dhcp relay

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

DHCP設定を表示します。
show running-config dhcp

例：
switch(config)# show running-config
dhcp

ステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

関連トピック

DHCPv6リレーエージェントに対する VRFサポート, （4ページ）

インターフェイスへの DHCPv6 サーバアドレスの設定
1つのインターフェイスに複数の DHCPv6サーバ IPアドレスを設定できます。インバウンド
DHCPv6BOOTREQUESTパケットがインターフェイスに着信すると、リレーエージェントはその
パケットを指定されたすべてのDHCPサーバ IPアドレスに転送します。リレーエージェントは、
すべての DHCPv6サーバからの応答を、要求を送信したホストへ転送します。

はじめる前に

DHCP機能がイネーブルになっていることを確認します。

DHCPv6サーバが正しく設定されていることを確認します。

インターフェイスに設定する、各 DHCPv6サーバの IPアドレスを決定します。

DHCPv6サーバがインターフェイスとは異なるVRFに含まれている場合、VRFサポートがイネー
ブルになっていることを確認します。

DHCPv6サーバアドレスを設定しているインターフェイスで入力ルータ ACLが設定されてい
る場合、そのルータACLでDHCPサーバとDHCPv6ホストの間のDHCPトラフィックが許可
されていることを確認します。

（注）
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手順の概要

1. configure terminal
2. 次のいずれかのオプションを使用します。

• interface ethernet slot/port

• interface port-channel channel-id

3. [no] ipv6 dhcp relay address IPv6-address [use-vrf vrf-name] [interface interface]
4. （任意） show running-config dhcp
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

次のいずれかのオプションを使用しま

す。

ステップ 2   •インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始し
ます。slot/portは、DHCPv6サーバ IPアドレスを設定する
物理イーサネットインターフェイスです。• interface ethernet slot/port

•インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始し
ます。channel-idは、DHCPv6サーバ IPアドレスを設定す
るポートチャネルの IDです。

• interface port-channel channel-id

例：
switch(config)# interface ethernet
2/3
switch(config-if)#

リレーエージェントがこのインターフェイスで受信した

BOOTREQUESTパケットを転送する DHCPv6サーバの IPアド
レスを設定します。

[no] ipv6 dhcp relay address IPv6-address
[use-vrf vrf-name] [interface interface]

例：
switch(config-if)# ipv6 dhcp relay
address FF02:1::FF0E:8C6C use-vrf
red

ステップ 3   

サーバが異なる VRFにあり、別の引数インターフェイスが宛先
の出力インターフェイス指定に使用される場合は、use-vrfオプ
ションを使用して VRF名を指定します。

サーバアドレスには、リンクスコープのユニキャストまたはマ

ルチキャストアドレス、またはグローバルまたはサイトローカ

ルのユニキャストまたはマルチキャストアドレスを使用できま

す。 interfaceオプションは、リンクスコープのサーバアドレス
およびマルチキャストアドレスの場合に必要ですグローバルま

たはサイトスコープのサーバアドレスには許可されていません。
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目的コマンドまたはアクション

複数の IPアドレスを設定するには、アドレスごとに ipv6 dhcp
relay addressコマンドを使用します。

（任意）

DHCPv6設定を表示します。
show running-config dhcp

例：
switch(config-if)# show
running-config dhcp

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィギュ

レーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

DHCPv6 リレー送信元インターフェイスの設定
DHCPv6リレーエージェントの送信元インターフェイスを設定できます。デフォルトでは、
DHCPv6リレーエージェントは発信パケットの送信元アドレスとしてリレーエージェントアドレ
スを使用します。送信元インターフェイスを設定すると、リレーされたメッセージの送信元アド

レスとして、より安定したアドレス（ループバックインターフェイスアドレスなど）を使用する

ことができます。

はじめる前に

DHCP機能がイネーブルになっていることを確認します。

DHCPv6リレーエージェントがイネーブルであることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] ipv6 dhcp relay source-interface interface
3. （任意） show ipv6 dhcp relay [interface interface]
4. （任意） show running-config dhcp
5. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

DHCPv6リレーエージェントの送信元インターフェイス
を設定します。

[no] ipv6 dhcp relay source-interface interface

例：
switch(config)# ipv6 dhcp relay
source-interface loopback 2

ステップ 2   

DHCPv6リレー送信元インターフェイスは、
グローバルに、インターフェイスごとに、ま

たはその両方に設定できます。グローバルお

よびインターフェイスレベルの両方が設定さ

れている場合は、インターフェイスレベルの

設定がグローバル設定を上書きします。

（注）

（任意）

DHCPv6リレーの設定を表示します。
show ipv6 dhcp relay [interface interface]

例：
switch(config)# show ipv6 dhcp relay

ステップ 3   

（任意）

DHCP設定を表示します。
show running-config dhcp

例：
switch(config)# show running-config dhcp

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

DHCP 設定の確認
DHCPの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

実行コンフィギュレーション内

の DHCP設定を表示します。
show running-config dhcp [all]

DHCPリレーの設定を表示しま
す。

show ip dhcp relay
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目的コマンド

DHCPv6リレーのグローバル設
定またはインターフェイスレ

ベルの設定を表示します。

show ipv6 dhcp relay [interface interface]

デバイスに設定されているすべ

ての DHCPサーバアドレスを
表示します。

show ip dhcp relay address

スタートアップコンフィギュ

レーションのDHCP設定を表示
します。

show startup-config dhcp [all]

DHCP リレー統計情報のクリア
グローバル DHCPリレーの統計情報をクリアするには、clear ip dhcp relay statisticsコマンドを使
用します。

特定のインターフェイスのDHCPリレーの統計情報をクリアするには、clear ip dhcp relay statistics
interface interfaceコマンドを使用します。

DHCPv6 リレー統計情報のクリア
グローバル DHCPv6リレーの統計情報をクリアするには、clear ipv6 dhcp relay statisticsコマンド
を使用します。

特定のインターフェイスの DHCPv6リレーの統計情報をクリアするには、clear ipv6 dhcp relay
statistics interface interfaceコマンドを使用します。

DHCP のモニタリング
グローバルレベルまたはインターフェイスレベルでDHCPリレーの統計情報をモニタするには、
show ip dhcp relay statistics [interface interface]コマンドを使用します。

グローバルレベルまたはインターフェイスレベルで DHCPv6リレーの統計情報をモニタするに
は、show ipv6 dhcp relay statistics [interface interface]コマンドを使用します。
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DHCP の設定例
次の例では、DHCPリレーエージェントをイネーブルにして、イーサネットインターフェイス
2/3に DHCPサーバ IPアドレス（10.132.7.120）を設定します。DHCPサーバは redという名前の
VRF内にあります。
feature dhcp
ip dhcp relay
ip dhcp relay information option
ip dhcp relay information option vpn

interface Ethernet 2/3
ip dhcp relay address 10.132.7.120 use-vrf red

次に、DHCPスマートリレーエージェントをイネーブルにして使用する例を示します。この例で
は、デバイスはイーサネットインターフェイス 2/2上で受信された DHCPブロードキャストパ
ケットを DHCPサーバ（10.55.11.3）に転送し、giaddrフィールド内に 192.168.100.1を挿入しま
す。 DHCPサーバに 192.168.100.0/24ネットワークのためのプールが設定されている場合、その
DHCPサーバは応答します。サーバが応答しない場合、デバイスは giaddrフィールド内の
192.168.100.1を使用して、さらに 2つの要求を送信します。それでもデバイスが応答を受信しな
い場合は、代わりに giaddrフィールド内で 172.16.31.254を使用し始めます。
feature dhcp
ip dhcp relay
ip dhcp smart-relay global

interface Ethernet 2/2
ip address 192.168.100.1/24
ip address 172.16.31.254/24 secondary
ip dhcp relay address 10.55.11.3

DHCP に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing
Configuration Guide』

VRFおよびレイヤ3のバーチャライゼーション

Standards

TitleStandards

『Dynamic Host Configuration Protocol』（http://
tools.ietf.org/html/rfc2131）

RFC-2131

『DHCPRelay Agent Information Option』（http:/
/tools.ietf.org/html/rfc3046）

RFC-3046
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http://tools.ietf.org/html/rfc3046
http://tools.ietf.org/html/rfc3046


TitleStandards

『Virtual Subnet Selection Options for DHCPv4 and
DHCPv6』（http://tools.ietf.org/html/rfc6607）

RFC-6607
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